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広島大学総合博物館 開館２０周年記念シンポジウムを開催 
～博物館２０年の歩みを振り返り、大学博物館の可能性と未来を考える～ 

 
情報提供  

広島大学総合博物館は、今年、開館２０周年を迎えます。これを記念し、これまでの歩みを振り

返るとともに、大学博物館が地域や社会で果たす役割と、今後の可能性について考えるシンポジ

ウムを開催します。  

記念講演では、国立科学博物館理事兼副館長で、ICOM（国際博物館会議）執行役員の栗原祐司

氏を講師に迎え、「博物館の文化財クライシスと展望」をテーマにご講演いただくほか、広島大学

総合博物館 清水則雄准教授が「広島大学総合博物館２０年の歩み～課題と展望～」をテーマに、

講演します。 

また、パネルディスカッションでは、地域に開かれた博物館を目指す「エコミュージアム」をテ

ーマに、学内外からお招きした専門家等（パネリスト）が、聴講者に対して問題提起をし、質疑応

答を交えながら議論します。  

このほか、開館 20 周年記念事業関連企画として、多数の企画をご用意しておりますので、ぜ

ひ取材いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

【開催概要】※全プログラム取材可能です 

日 時：２０２６年１１月１日（日）１０：００～１４：３０ 

会 場：広島大学東広島キャンパス 学士会館 

テーマ：「博物館２０年の歩みとこれから ～大学博物館の可能性と未来～」 

 

第１部 記念シンポジウム １０：００～１２：５０（２階 レセプションホール） 

【登壇者】 

１０：１０～１０：５５ 記念講演「博物館の文化財クライシスと展望」 

栗原 祐司（国立科学博物館 理事兼副館長、ICOM（国際博物館会議）執行役員） 

 

１１：０５～１１：３５  講演「広島大学総合博物館２０年の歩み～課題と展望～」 

清水 則雄（広島大学総合博物館 准教授） 

 

【パネルディスカッション】 

１２：１０～１２：５０「地域に開かれた博物館を目指して、エコミュージアムのこれから」  

 

パネリスト 

・西原 直久（江田島市教育委員会 大柿自然環境体験学習交流館（さとうみ科学館）館長） 

・清水 則雄（総合博物館 展示情報・研究企画部門 准教授） 

・川島 尚宗（総合博物館 埋蔵文化財調査部門 准教授） 

（総合博物館学生ボランティア）「HUMs(ふむず)」メンバー 

・総合博物館公認ボランティア団体 

「CSR(キャンパス・スチューデント・レンジャー)」 学生 

 

司会 

・淺野 敏久（広島大学 教授、総合博物館 副館長） 

定員：１５０人 

広島大学広報グループ 

〒739-8511 東広島市鏡山 1-3-2 

TEL：082-424-4383 FAX：082-424-6040 

E-mail: koho@office.hiroshima-u.ac.jp 



第２部 交流会  １３：００～１４：３０（１階 ラ・ボエーム）※要参加費 

    定員：６０人 

※プログラム、参加申込等の詳細は、別添チラシをご覧ください。 

一部の聴講者は名札を着用する予定です。撮影等にあたっては、個人情報の取り扱いにご

配慮くださいますようお願いいたします。 

 

関連企画：創立２０周年を記念し、下記の事業も開催いたします。 

 

１．第１１８回フィールドナビ「ネイチャーゲームで遊ぼう !!秋編」 

 内容：秋の東広島キャンパスで、自然体験プログラム「ネイチャーゲーム」を開催します。参加

者は五感を使ったゲームを通じて身近な自然への理解を深め、人間も自然の一部である

ことを体感します。未就学児や小学生をはじめ、成人やご年配の方まで幅広い世代にお

楽しみいただけます。 

日 時：２０２６年１０月２４日（土）１３：３０～１５：３０（１３：００受付開始） 

会 場：広島大学東広島キャンパス構内 

集合場所：広島大学総合博物館本館 

参加費：１人３００円（資料・保険料など） 

※幼児は無料。ひと家族 1,000 円を上限とします。 

詳細は、別添チラシをご覧ください。 

 

２．広島大学総合博物館 第１６回企画展 

西条駅周辺の酒蔵２会場にて関連企画を開催します。 

日時：２０２６年１０月３１日（土）〜１１月２９日（日）１０：００～１７：００ 

① 会場：山陽鶴酒造 黒松蔵 

企画展「開館２０周年記念事業！広大博物館のチカラ～モノのかもす魅力～」 

広島大学総合博物館の活動や収蔵資料などを紹介する展示を行います。博物館が収集・保存

してきた「モノ」を通して、資料の魅力や博物館の活動を紹介します。 

② 会場：賀茂鶴酒造 南土蔵 

「ひがしひろしまいきもの写真展」 

東広島の身近な自然の中で見られる生き物の写真を展示します。地域の自然や生物の多様性  

に触れていただける写真展です。 

※詳細は、別添チラシをご覧ください。 

 

３．広島大学総合博物館２０周年記念 広島大学公開講座 

「東広島植物園の意義と役割―植物園から発信する自然共生への挑戦―」 

内容：東広島植物園における、東広島キャンパスの自然環境の保全や研究、 

総合博物館サテライト館としての取り組み、また東広島植物園を拠点とし 

た学生ボランティア団体「CSR」の活動を紹介し、生物多様性の損失を食 

い止め、回復へと転じさせる「ネイチャーポジティブ」や、森林・湿地に 

よる炭素の吸収・蓄積を通じた「カーボンニュートラル」、さらに SDGs 

達成に大学キャンパスがどのように貢献できるのかを紹介します。 

 

日時：２０２６年１１月２１日(土) ９：２０〜１２：４０ 

会場：広島大学きてみんさいラボ(広島駅南口 広島 JP ビルディング２階) 

    ※すでに申込者数が定員に達したため、現在は受付を終了しております。 

 

 

 

 



■９：２０〜１０：００ 

第 1 回「東広島植物園の活動と役割―これまでの取り組みから」 

講師：塩路 恒生氏(東広島植物園 技術主任) 

■１０：００〜１０：２０ 

第 2 回「キャンパスの自然を守り、伝える―学生による野外活動」 

講師：本間 裕晟 氏(広島大学総合博物館公認ボランティア「CSR(キャンパス・スチュー

デント・レンジャー)」 

■１０：３０〜１１：１０ 

第 3 回「生物多様性を未来へ―湿地環境の保全と研究」 

講師：國井 秀剛 氏(大学院統合生命科学研究科) 

■１１：１０〜１１：５０ 

第 4 回「小さな植物から環境を読み解く―コケ植物の多様性と機能」 

講師：弘松 瑶希 氏(大学院統合生命科学研究科) 

■１２：００〜１２：４０ 

第 5 回「変わりゆく広島の森―森林植生の調査と研究」 

講師：中村 創 氏(大学院統合生命科学研究科) 

 

【お問い合わせ先】 

広島大学総合博物館 

TEL：082-424-4212（水～土 10：00～17：00） 

E-mail：museum@hiroshima-u.ac.jp 

 発信枚数：Ａ４版 1１枚 
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